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▲キャプション

パ
　
ー

セ
ン
ト

　
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
地
域
に

貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
千
原
真
里

氏
の
退
任
に
伴
い
、
三
月
議
会
で

選
任
さ
れ
た
落
合
由
美
子
氏
（
三

所
）
が
、
七
月
一
日
付
け
で
人
権

擁
護
委
員
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
三
年
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
国
定
公
園
「
吾
妻
山
」
の
山
開

き
安
全
祈
願
祭
が
六
月
十
一
日
、

吾
妻
山
第
二
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
井
上
町
長
、
安

部
教
育
長
、
町
議
会
議
員
、
地
元

関
係
者
や
隣
接
す
る
庄
原
市
比
和

町
か
ら
の
来
賓
な
ど
約
四
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
を
代
表
し
て
安
部
教

育
長
か
ら
「
多
く
の
登
山
愛
好
者

や
子
ど
も
た
ち
が
訪
れ
、
吾
妻
山

の
自
然
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
　

　
吾
妻
山
で
は
毎
年
、
小
学
校
の

教
育
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

隣
接
す
る
広
島
県
な
ど
山
陽
方
面

か
ら
の
登
山
客
も
多
く
訪
れ
、
奥

出
雲
の
夏
山
と
し
て
賑
わ
い
ま
す
。

　
七
月
の
「
青
少
年
非
行
問
題
に

取
り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
、
「
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
に
合
わ

せ
、
島
根
県
知
事
等
と
法
務
大
臣

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
七

月
四
日
、
保
護
司
会
や
地
域
安
全

推
進
員
な
ど
約
五
十
人
が
出
席
の

も
と
役
場
仁
多
庁
舎
で
行
わ
れ
、

雲
南
警
察
署
と
雲
南
地
区
保
護
司

会
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
井
上
町
長
は
「
次
世
代
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、

地
域
の
皆
様
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
見
守
り
活
動
を
推
進
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
明
る
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
向
け
、
互
い
に
取

り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
契
機
に
、
地
域
全
体
で

安
全
安
心
の
地
域
社
会
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
機
運
が
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
で
百
十
四
回
を
数
え
る

八
川
地
区
民
体
育
大
会
が
七
月

三
日
、
八
川
運
動
公
園
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
八
川
地
区
民
体
育
大
会
は
、
「
半

夏
の
運
動
会
」
と
し
て
地
域
に

親
し
ま
れ
、
毎
年
こ
の
時
期
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
途
中
、
天
候
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
十
一
種

目
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多

く
の
方
が
参
加
し
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
京
都
市
を
拠
点
に
全
国
で
活
動

す
る
劇
団
「
す
わ
ら
じ
劇
園
」
が

六
月
二
十
四
日
、
町
民
体
育
館
で

公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
は
、
奥
出
雲
町
出
身

で
現
在
は
町
外
で
起
業
し
て
い
る

有
志
が
、
ふ
る
さ
と
に
恩
返
し
を

し
た
い
と
開
催
費
を
負
担
。
趣
旨

に
賛
同
し
た
町
文
化
協
会
が
主
催

し
、
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
公
演
は
昼
と
夜
の
二
部
公
演
で
、

昼
の
部
公
演
の
「
孫
悟
空
」
に
は
、

町
内
小
学
校
の
児
童
約
六
百
五
十

人
が
訪
れ
、
本
物
の
舞
台
演
劇
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
舞
台
で
は
、
激
し
い
ア
ク
シ
ョ

ン
シ
ー
ン
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

よ
う
な
歌
と
踊
り
を
織
り
交
ぜ
た

シ
ー
ン
な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

児
童
た
ち
は
、
時
折
舞
台
上
の
主

人
公
た
ち
に
声
援
を
送
っ
た
り
す

る
な
ど
、
す
っ
か
り
演
劇
の
世
界

に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鑑
賞
し
た
児
童
は
「
物
語
を
通

じ
て
、
仲
間
の
大
切
さ
や
お
互
い

助
け
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
、
舞
台

演
劇
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

島根県では、魅力ある島根の景観づくりに貢献している建造
物などを部門ごとに募集しています。

【募集する写真】【募集する写真】　下記の四季折々の写真　下記の四季折々の写真
　１）　１）出雲神話出雲神話・古事記古事記・出雲國風土記などに登場する風景出雲國風土記などに登場する風景
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（船通山、（船通山、稲田神社など）稲田神社など）
　２）　２）町内の景勝地及び名勝地町内の景勝地及び名勝地（鬼の舌震、（鬼の舌震、金言寺、金言寺、棚田など）棚田など）
　３）　３）神事神事・祭り等での行事風景祭り等での行事風景（愛宕祭、（愛宕祭、宣揚祭、宣揚祭、押輿神事など）押輿神事など）
　４）　４）心に残る奥出雲の風景心に残る奥出雲の風景（田園風景、（田園風景、紅葉風景、紅葉風景、雪景色など）雪景色など）
【応募方法】【応募方法】
　・プリントした写真プリントした写真（２（２Lサイズ以上）サイズ以上）を提出して下さいを提出して下さい。
　　写真には、　　写真には、氏名、氏名、住所、住所、電話番号、電話番号、撮影場所、撮影場所、撮影時期が撮影時期が
　　わかるように提出下さい　　わかるように提出下さい。
【応募期間】【応募期間】
　・平成２３年９月１６日平成２３年９月１６日（金）（金）必着必着
　　※別途全戸配布しています　　※別途全戸配布しています
　　　　　　「奥出雲の景観百選」「奥出雲の景観百選」も併せて募集していますも併せて募集しています。
　　　募集期間が異なりますのでご了承ください　　　募集期間が異なりますのでご了承ください。
【お問い合わせ【お問い合わせ・提出先】提出先】
　〒　〒699-1592699-1592　奥出雲町三成　奥出雲町三成358358番地番地1
　　　奥出雲町役場地域振興課　有線　　　奥出雲町役場地域振興課　有線：３１－５２６３　電話３１－５２６３　電話：５４－２５２４５４－２５２４

【募集する写真】　下記のような四季折々の写真
　１）出雲神話・古事記・出雲國風土記などに登場する風景
　　　　　　　　　　　　　　　（船通山、稲田神社など）
　２）町内の景勝地及び名勝地（鬼の舌震、金言寺、棚田など）
　３）神事・祭り等での行事風景（愛宕祭、宣揚祭、押輿神事など）
　４）心に残る奥出雲の風景（田園風景、紅葉風景、雪景色など）
【応募方法】
　・プリントした写真（２Lサイズ以上）を提出して下さい。
　　写真には、氏名、住所、電話番号、撮影場所、撮影時期が
　　わかるように提出下さい。
【応募期間】
　・平成２３年９月１６日（金）必着
　　※別途全戸配布している、
　　　「奥出雲の景観百選」も併せて募集しています。
　　　募集期間が異なりますのでご了承ください。
【お問い合わせ・提出先】
　〒699-1592　奥出雲町三成358番地1
　　　奥出雲町役場地域振興課　有線：３１－５２６３　電話：５４－２５２４

自薦・他薦を問わず、
どなたでも応募できます。

第19回の応募締切は
　 平成23年８月31日（水）まで

年間を通じて受付を行っています。なお

応募用紙に必要事項を記入の上、資料を添えて提出してください。
島根県ホームページからも応募できます。
※詳しくは島根県ホームページをご覧ください。

過去の町内受賞物件
・金言寺の茅葺屋根と大イチョウ（昨年度・第18回大賞受賞）
・奥出雲おろちループ・横田セミナーハウス　・重国住宅団地
・日刀保たたらと鳥上木炭銑工場
・船通山に咲くカタクリの花と横田山の会　・奥出雲鉄の彫刻美術館

島根県土木部都市計画課景観政策室
　〒690-8501松江市殿町１番地
　　 TEL：0 8 5 2 - 2 2 - 6 7 7 3　FAX：0 8 5 2 - 2 2 - 6 0 0 4

１　まち・みどり部門

２　土木施設部門

３　公共建築物部門

４　民間建築物部門

５　活動・工作物・その他部門

▲

大
会
へ
の
抱
負
を
話
す
景
山
さ
ん（
右
）

▲

最
新
型
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
２
台
を
寄
贈

▲祈願祭の様子

▲歌と踊りが満載の舞台

▲金言寺の茅葺屋根と大イチョウ ▲伝達式の様子

▲


